
屋内用保管用
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ご使用前にお読みください

・  本製品を安全にご利用いただくため、ご使用前に必ず本取扱説明
書をお読みいただき、必ず保存してください。

・  出荷案内書の記載内容と商品の種類および数量が正しいことをご
確認ください。

・  出荷時には慎重に梱包しておりますが、開封した時に万一製品が破
損していた場合はすぐにお知らせください。

・  分解、改造は行わないでください。製品保証対象外となります。  
・  LED製品には、LED素子の性能向上や素子製造時のばらつきによ
り、個々のLEDで発光色や明るさが異なる場合があります。また、当
社製FF調光スレーバや市販される電圧制御の調光機器で消灯付近
まで調光した場合、LEDの特性上ごく微弱な緑発光が起きる場合
があります。

・  機器に高電圧がかかる絶縁測定器等は使用しないでください。故
障の原因となります。

・  照射距離が近い時や照射面の状態によっては光ムラが気になる場
合があります。予めご了承ください。

・  灯具の取付け、及び配線工事は、電気工事士の資格のある方が「電
気設備に関する技術基準」、「内線規定」、および、本説明書にした
がってください。（一般の方の電気工事は法律で禁止されています。
取付けに不備があると器具落下、感電、火災の原因となります。）

・  トキラックスEVO KT、トキラックスEVOWG KTは混在使用が可
能です。光源色を合わせてご使用ください。RGBバーやトキラック
スEVO、トキラックスEVO WGとの混在使用はできません。

01

コントローラと器具の接続05
トキラックス EVO KT用制御ユニット、またはトキラックス EVO KT用増設ユ
ニットの灯具接続線（茶・青）にトキラックスEVO KT、トキラックスEVOWG 
KTを接続します。電線色（茶）はEVO KTの電線色（透明・赤）、電線色（青）
はEVO KTの電線色（透明）に接続します。逆に接続すると、色調の変化が正し
く行われません。信号出力端子は、増設ユニットとの接続用です。

KT用操作ユニットと接続
(LANケーブル)

市販の蛍光灯用
PWM調光器と接続

DC24VLED用直流電源と接続
電線（赤）＝DC24V＋（赤）
電線（黒）＝DC24Vー（黒）

LC-EVOKT-EXTと接続
(LANケーブル)

電線（青） EVO KT、EVOWG KT（透明）

電線（茶） EVO KT、EVOWG KT（透明・赤）

注意

  電源入力線と、灯具接続を逆接すると、
   接続した機器および接続した照明器具が
   破損するおそれがあります。

器具

EVO-KT-      /      K

EVOWG-KT-      /      K
色温度帯

色温度帯
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取扱説明書

トキラックスEVO KT ・ トキラックスEVOWG KT

TOKILUX EVO KT
TOKILUX EVO WG KT

品番

製品仕様 単位：mm

18

13.8

マウントベース1.25m（定尺品）

12.2

L=75x（ユニット数-1）+50+41

マウントベース装着時

EVOWG KT

EVOWG KT

EVOWG KT

500

赤線+

7541 50

30

13.8

43.7

取付クリップ装着時

20.4

1.25mm2×2

（17）

18

マウントベース1.25m（定尺品）

44

18

定格電圧 DC24V
消費電力 1.5W/ユニット

材　質
本体、取付けクリップ：PC（別売）
電線：PVC
マウントベース：PVC（別売）

重　量
約245g/m（マウントベース装着時）
約222g/m（取付クリップ装着時）
（ユニット単体 15g）

22/27K：2200K～ 2700K
27/50K：2700K～ 5000K

色温度帯

調光調色タイプ
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周囲温度が0℃～ 40℃の範囲を超える場所
 周囲湿度が15～ 85%RHの範囲を超える、あるいは結露
が生じる場所
粉塵が多い場所、振動が多い場所

  可燃性ガス、腐食性ガスなどの発生する場所
　 （シーリング材を密閉空間で使用した場合、ガスが発生す
る場合があります。)
浴室など湿気の多い場所

安全にご使用いただくために02

本灯具の取り付け03

注意

本灯具は定電流DC24V専用灯具です。 AC100Vなど定格を超えた電圧がかかると、灯具が破損します。
発煙・発火の原因となります。配線には十分に注意してください。
本灯具は一般屋内用器具です。下記のような使用環境、条件下では使用しないでください。

※使用環境に適合するか否かの判断が困難な場合は、弊社までお問い合わせください。

・  出荷時は梱包のため、ランプの連結を外して出荷しております。
取り付ける前に 図1 を参考に連結してください。

・  直線施工する場合、別売のマウントベースを必ずご使用くださ
い。マウントベースを固定するときは、LEDユニット間の隙間が
くる位置を狙って、なべネジ M3～M4 （ねじ頭部高さ3mm以
下）で取付してください。図2  固定後、灯具をマウントベースに
はめ込みます。マウントベースは定尺品です。必要に応じて現場
でカットしてご使用ください。

・  曲線施工する場合、別売の取付クリップを必ずご使用ください。先
に灯具へ取付クリップを設置し、取付クリップの両側の取付穴を
ネジ止めしてください。M3のナベネジを使用してください。図3

・  直線・曲線が混在した施工の場合、マウントベース（直線）と取
付クリップ（曲線）を組み合わせて使用することができます。屈
曲部の取付部のみ取付クリップで固定し、直線部はマウントベー
スで固定すると省力化がはかれます。図4

・  垂直な壁や傾斜面へ設置する場合は、取付クリップを使って施工
を行なってください。マウントベースを使って取り付ける場合
は、取付クリップの併用が必要です。図5 のように上部のソケッ
トを取付クリップを使用して固定してください。取付クリップ
を使わないと、灯具が落脱します。

・  灯具をユニットごとに、ニッパや工業鋏などで簡単に切断するこ
とができます。切断後は、付属のエンドキャップを接着剤などを
使用して装着し絶縁処理を行ってください。切断作業は必ず電
源を切った状態で行なってください。

・ トキラックスEVO KT、トキラックスEVOWG KTの点灯には器
具の他に、LED用直流電源と、トキラックスEVO KT用操作ユニッ
トまたは蛍光灯用PWM調光器、トキラックスEVO KT用制御ユ
ニットが必要となります。

・ 電源から灯具までの距離が遠すぎると正常に点灯しません。電源
から灯具までの距離は、電線の太さ、使用する電源によって異な
りますので、ご確認ください。

・  トキラックスEVO KT用制御ユニットで点灯できるトキラックス
EVO KTは最大80ユニットとなります。81ユニット以上を点灯す
る場合には、トキラックスEVO KT用増設ユニットを使用します。

最小施工寸法の確認
埋め込み施工を行う場合は、図6 以上のスペースを必ず確保してくだ
さい。※最小施工寸法は可動角と、機器本体と周囲への熱の影響から算
出した寸法です。カットオフやグレアの発生などの光学的影響は考慮
しておりません。

照射距離の確認
トキラックスEVO KT、トキラックスEVOWG KTの取り付け位置と
壁面までの距離は、間接照明用途であれば壁から器具芯で20mm程度
あけての設置を推奨します。壁に近づけ過ぎると、強すぎる光の筋など
の予期しない照明効果が生じる場合があります。あらかじめ点灯して
照明効果の確認をおこなうことを推奨します。

トキラックスEVO KT、トキラックスEVOWG KTを施工する前に、施工場所の安全確認と確実な照明効果を得られるように、以下の事項の
確認をおこなってください。

電源と配線04

注意

 指定の接続方法に従わない施工は、製品の劣化などの原因
となりますのでおやめください。
 作業（灯具切断含む）は電源を切った状態で行ってくだ
さい。

   余分なリード線は束ねたり、配線を造営物に固定したりせず
に適度な長さにカットしてご使用ください。

   推奨電線以外の電線を使用する場合や、特殊な施工条件の
場合は弊社までお問い合わせ下さい。

 線径の細い電線や、過剰なリード線の延長は、電圧降下を
引き起こすだけでなく、電線の過熱や保護装置の正常な動
作を妨げる要因となります。

   取付けは、十分強度の確保できる箇所に確実に取り付けて
ください。不十分な取付けは灯具本体の落下の原因にな
り、大変危険です。

 石膏ボードや、薄板の天井、壁などに、補強無しで取り付け
ることは危険です。必ず、補強材のある箇所か、荷重に耐え
る補強をおこなった上で取り付けてください。

 灯具から発生する熱を逃がすことのできない場所へ取り
付けると、灯具内温度が上昇し、寿命や性能に影響を与え
るおそれがあります。

   熱や紫外線に敏感な物に照射する場合は、器具との距離や
商品・展示物の温度に十分ご注意ください。劣化するおそ
れがあります。

  接続の際は、必ず電源が切れていることを確認
してから接続してください。

 接続可能ユニット数以上のトキラックスEVO 
KTを接続しないでください。

注意

品番 LED接続
可能ユニット数

LPS-120-24_ 80

接続可能なLEDのユニット数

中間ケーブル

VVF1.6 56m以内

電源から灯具までの距離

図4  直線・曲線の併用して施工する場合

図6

20mm 20mm

22mm 32mm

マウントベース施工 取付クリップ施工

マウントベース

図5  垂直な壁や傾斜面へ設置する場合 ランプ部分が外れてしまった場合

極性の向きを確認してから
外れてしまった部分のはめ
直しを行ってください。極性
を間違えると点灯しません。
はめる際は、爪部分と溝部分
を合わせ、パチッと音が鳴る
まで押し込んでください。

マウントベースマウントベース

上部のソケットは必ず上部のソケットは必ず
取付クリップを取付クリップを
使用して固定使用して固定

取付クリップ取付クリップ

トキラックスEVO KT用操作ユニット、もしくは市販の蛍光灯
用PWM調光器を使用する際の構成含めた詳細については、LC-
EVOKT-SLV （トキラックスEVO KT用制御ユニット）の取扱説明
書をご確認ください。

AC100V

トキラックスEVO KT用
制御ユニット

器具 

最大80ユニット分まで
接続可能

56m以内（リード長さが0.5mの場合）

DC24V　
LED用直流電源

トキラックスEVO KT用
操作ユニット

または市販調光器

25mm 25mm

22mm 32mm

マウントベース施工 取付クリップ施工

トキラックスEVO KT トキラックスEVOWG KT

※リード長さが0.5mの場合

取付クリップ

マウントベース
取付クリップ
必ずM3のナベネジ
を使用し固定する。

ランプ（裏側）

爪部分

溝部分

ランプには
極性があります。
外れていない正常な
ユニットの連結部分
の向きを確認し、極性
を合わせてください。
（必ず連結部分が凹凸
の組み合わせになる
ように。）

図1 所定の場所に設置する前に

この部分が
しっかり連結した
ことを確認して
ください。

パチッ

図2 直線施工する場合

なべネジ M3～M4 
（ねじ頭部高さ3mm以下）を
ご用意ください。

マウントベース

500mm500mm
程度の間隔程度の間隔

図3 曲線施工する場合

45°

135°取付ネジ
M3のナベネジを
ご用意ください。

取付クリップ

φ190mm（最小）


